
産婦⼈科診療ガイドライン産科編 2026 正誤表 2026 年 9 ⽉ 28 ⽇現在 
⽇本産科婦⼈科学会 産婦⼈科診療ガイドライン産科編 2026 作成委員会 

産婦⼈科診療ガイドライン産科編 2026 に下記の誤りがありましたことをお詫びいたしますとともに、訂正
させていただきます。 

・CQ205「妊娠 12 週未満の⼈⼯妊娠中絶時の留意事項は？」
解説本⽂の訂正：

⾴ 項⽬ 原⽂ 修正後 
130、23 ⾏⽬ 解説 3 本剤の適応は、ミソプロストール投与

⽇に妊娠 63 ⽇以下の 
本剤の適応は、ミフェプリストン投与⽇
に妊娠 63 ⽇以下の 

・CQ603「正期産新⽣児の早発型 B 群溶⾎性レンサ球菌（GBS）感染症を予防するためには？」
解説表中の訂正：

⾴ 項⽬ 原⽂ 修正後 
318 解説 2 

（表 1） 
クリンダマイシン（アナフィラキシー
の危険が⾼い妊婦に使⽤）
初回：900 mg 静注．以降 6 時間ごと
に 500 mg 静注（分娩まで）

クリンダマイシン（アナフィラキシーの
危険が⾼い妊婦に使⽤）
900mg を静注 8 時間ごと（分娩まで）

・CQ604 「妊婦のトキソプラズマ感染については？」
解説本⽂の訂正：

ページ 項⽬ 原⽂ 修正後 
320-321 解説 その後，2018 年 8 ⽉に先天感染防⽌

のためのスピラマイシンの投与が保険
適⽤となりその後，2018 年 8 ⽉に先
天感染防⽌のためのスピラマイシンの
投与が保険適⽤となり， 

その後，2018 年 8 ⽉に先天感染防⽌の
ためのスピラマイシンの投与が保険適⽤
となり， 
（重複部分を削除） 

・CQ609 「サイトメガロウイルス (CMV) 感染の⺟児への検査と対応は？」
解説本⽂の訂正：

ページ 項⽬ 原⽂ 修正後 
338 解説

（表 1） 
⽂献 4 より引⽤ ⽂献 8 より引⽤ 

338 解説 2 
4) 

真の⺟体感染であったとしても 本当の⺟体初感染であったとしても 

・CQ802「⽣後早期から退院までにおける正期産新⽣児に対する管理の留意点は？」
解説本⽂の訂正（⽂献番号と、⽂献の追加による⽂献番号の繰り下げ）：

ページ 項⽬ 原⽂ 修正後 
385、7 ⾏⽬ 解説 

13、15 
…要する事象が出現した事例が多かっ
たとされている 9） 

…要する事象が出現した事例が多かっ
たとされている 10） 

385、10 ⾏⽬ 解説 
13、15 

…⺟乳のみで育てることが好ましいと
している 10） 

…⺟乳のみで育てることが好ましいと
している 11） 

385、12 ⾏⽬ 解説 
13、15 

…また産後うつ病のリスクなどを増や
すことがないよう 11） 

…また産後うつ病のリスクなどを増や
すことがないよう 12） 

385、14 ⾏⽬ 解説 14 安全な乳児⽤調製粉乳の調乳・保存・
取り扱い：厚⽣労働省ホームページを
参照 12） 

安全な乳児⽤調製粉乳の調乳・保存・
取り扱い：厚⽣労働省ホームページを
参照 13） 



ページ 項⽬ 原⽂ 修正後 
385 ⽂献リス

ト 

 11）World Health Organization：Ten 
steps to successful breastfeeding
（revised 2018）．2018 Available 
from 
https://www.who.int/teams/nutrition-
and-food-safety/food-and-nutrition-
actions-in-health-systems/ten-steps-
to-successful-breastfeeding（III） 

385 ⽂ 献 11） Dias CC, et al.：Breastfeeding and 

depression：A systematic review of the literature. J 

Affect Disord 2015；171：142‒154 PMID：
25305429 

（I） 

12） Dias CC, et al.：Breastfeeding and depression：
A systematic review of the literature. J Affect Disord 

2015；171：142‒154 PMID：25305429 

（I） 

385 ⽂ 献 12） 厚⽣労働省：世界保健機関，国連⾷糧農業
機関共同作成 乳児⽤調製粉乳の安全な調乳，
保存及び取扱いに関するガイドライン 
（仮訳）．2007［Cited 9 Feb 2026］Available 

from 
https://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-

anzen/qa/dl/070604-1b.pdf（III） 

13） 厚⽣労働省：世界保健機関，国連⾷糧農業
機関共同作成 乳児⽤調製粉乳の安全な調乳，保
存及び取扱いに関するガイドライン 
（仮訳）．2007［Cited 9 Feb 2026］Available from 

https://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-

anzen/qa/dl/070604-1b.pdf（III） 

※ ⽂献 1）〜10）は変更なし 


